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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和2年2月6日(2020.2.6)

【公開番号】特開2019-85285(P2019-85285A)
【公開日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2017-213346(P2017-213346)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/486    (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   35/486    　　　　
   Ｈ０１Ｂ    1/06     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｂ   13/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月23日(2019.12.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　安定化剤がジルコニアに固溶した部分安定化ジルコニア（２）からなる固体電解質（１
）であって、
　上記部分安定化ジルコニアは、該部分安定化ジルコニアを構成する結晶粒子（３）とし
て、粒子中心（Ｏ）における上記安定化剤の濃度が４．７モル％未満である安定化剤低濃
度相粒子（３３）と、粒子中心（Ｏ）における上記安定化剤の濃度が４．７モル％以上で
ある安定化剤高濃度相粒子（３４）とを含有し、平均粒径０．１μｍ以上（但し、平均粒
径０．１μｍを除く）の上記安定化剤低濃度相粒子が２粒子以上隣接した隣接粒子部を有
し、
　上記固体電解質の断面における上記安定化剤高濃度相粒子の存在率が、全ての結晶粒子
に対する面積比率で７０％以上である、固体電解質。
【請求項２】
　上記固体電解質の断面における上記隣接粒子部の存在率が、上記安定化剤低濃度相粒子
に対する面積比率で５０％以上である、請求項１に記載の固体電解質。
【請求項３】
　上記固体電解質の断面における上記隣接粒子部の存在率が、全ての上記結晶粒子に対す
る面積比率で８～１６％である、請求項１又は２に記載の固体電解質。
【請求項４】
　上記隣接粒子部の平均粒径が１～５μｍである、請求項１～３のいずれか１項に記載の
固体電解質。
【請求項５】
　上記安定化剤高濃度相粒子の平均粒径が１～５μｍである、請求項１～４のいずれか１
項に記載の固体電解質。
【請求項６】
　上記安定化剤がイットリアからなる、請求項１～５のいずれか１項に記載の固体電解質
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【請求項７】
　上記固体電解質が異種材料部材（４）と接触するように構成された接触部（１Ａ）を有
する、請求項１～６のいずれか１項に記載の固体電解質。
【請求項８】
　上記異種材料部材がアルミナ又はスピネルからなる、請求項７に記載の固体電解質。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の上記固体電解質を備える、ガスセンサ（５）。
【請求項１０】
　ジルコニア粒子からなる第１原料粉末（２２１）と、上記ジルコニア粒子が複数凝集し
た凝集粒子からなる第２原料粉末（２２２）と、安定化剤原料粉末（２１１）とを混合す
ることにより、混合物（２０）を得る混合工程（Ｓ１）と、
　上記混合物を成形することにより成形体を得る成形工程（Ｓ２）と、
　上記成形体を焼成することにより、部分安定化ジルコニアからなる固体電解質を得る焼
成工程（Ｓ３）と、を有し、
　上記混合工程は、上記第１原料粉末と上記安定化剤原料粉末とを混合する第１混合工程
（Ｓ１１）と、
　上記第１混合工程後に上記第２原料粉末をさらに混合する第２混合工程（Ｓ１２）と、
を有する、固体電解質の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様は、安定化剤がジルコニアに固溶した部分安定化ジルコニア（２）から
なる固体電解質（１）であって、
　上記部分安定化ジルコニアは、該部分安定化ジルコニアを構成する結晶粒子（３）とし
て、粒子中心（Ｏ）における上記安定化剤の濃度が４．７モル％未満である安定化剤低濃
度相粒子（３３）と、粒子中心（Ｏ）における上記安定化剤の濃度が４．７モル％以上で
ある安定化剤高濃度相粒子（３４）とを含有し、平均粒径０．１μｍ以上（但し、平均粒
径０．１μｍを除く）の上記安定化剤低濃度相粒子が２粒子以上隣接した隣接粒子部を有
し、
　上記固体電解質の断面における上記安定化剤高濃度相粒子の存在率が、全ての結晶粒子
に対する面積比率で７０％以上である、固体電解質にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明のさらに他の態様は、ジルコニア粒子からなる第１原料粉末（２２１）と、上記
ジルコニア粒子が複数凝集した凝集粒子からなる第２原料粉末（２２２）と、安定化剤原
料粉末（２１１）とを混合することにより、混合物（２０）を得る混合工程（Ｓ１）と、
　上記混合物を成形することにより成形体を得る成形工程（Ｓ２）と、
　上記成形体を焼成することにより、部分安定化ジルコニアからなる固体電解質を得る焼
成工程（Ｓ３）と、を有し、
　上記混合工程は、上記第１原料粉末と上記安定化剤原料粉末とを混合する第１混合工程
（Ｓ１１）と、
　上記第１混合工程後に上記第２原料粉末をさらに混合する第２混合工程（Ｓ１２）と、
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を有する、固体電解質の製造方法にある。
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